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１．標準業務フローの作成

（１）副資材発注パターン

図１．１　副資材の発注～納品までのパターン

「図１．１　副資材の発注～納品までのパターン」はアパレルメーカ、縫製工場、副資材

メーカ、物流センタ間の副資材の発注パターンを示したものである。

①パターン１：１加工指図分の副資材発注において、アパレルメーカ又は商社は複数の副資

材メーカに発注を行う。それぞれの副資材メーカは縫製工場へ納品する。

②パターン２：１加工指図分の副資材発注において、アパレルメーカ又は商社は縫製工場へ

一括して発注する。一括受注した縫製工場は複数の副資材メーカへ発注する。

それぞれの副資材メーカは縫製工場へ納品する。

③パターン３：１加工指図分の副資材発注において、アパレルメーカ又は商社は１社の副資

材メーカへ一括して発注する。一括受注した副資材メーカは自社以外の副資

材を他の複数の副資材メーカへ発注し供給を受け纏めて縫製工場へ納品する。
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（２）副資材発注パターン１　（アパレルメーカ／商社→副資材メーカ数社へ発注）

図１．２　副資材発注パターン１での標準業務フロー
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（３）副資材発注パターン２（アパレルメーカ／商社→縫製工場→副資材メーカ数社へ発注）

図１．３　副資材発注パターン２での標準業務フロー
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（４）副資材発注パターン３

　（アパレルメーカ／商社→副資材メーカ１社→副資材メーカ数社へ発注）

図１．４　副資材発注パターン３での標準業務フロー
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（４）副資材メーカ内の納期管理・在庫管理業務の標準業務フロー

図１．４　副資材メーカ内での納期管理・在庫管理業務での標準業務フロー
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２．取引ルールの作成

（１）納期の明確化

副資材受注者は納期を発注者に回答する。

現状では、発注者の言いなりで受注者は希望納期を調整できず、遅れればペナルテ

ィなどがあったが、納期を回答することで、調整権利を有する。但し、回答した納期

は守らなければならない。

（２）発注者の責任

発注者は副資材発注情報（タグ、ケアラベルなどの印字情報を含む）内容に責任を

持ち、内容通りの印字であれば受取り、誤った発注をしても引き取らねばならない。

現状では、誤った発注であっても、引き取らず、再印字を強要する場合もあったが、

今後は必ず引き取る。
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３．副資材発注書の項目定義

（１）副資材発注書の項目定義について

副資材発注書の項目として、以下の通り定義した。

・副資材発注情報の構造

図３．１　副資材発注情報の

構 造

［副資材 発注情報

の構造 説明］

副資材発注情報はヘッダ情報とサブヘッダ情報とデータ情報の３階層の構造とし、

ヘッダ情報には製品発注情報、サブヘッダ情報には副資材発注情報、データ情報には

副資材明細情報（タグ、ケアラベルなど印字情報含む）が定義されている。

更に、データ情報は副資材種別ごとに「タグ用」、「ケアラベル用」、「ネーム用」にそ

れぞれ定義した。
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［副資材発注情報の項目］

表３．１．１　副資材発注情報（ヘッダ情報）

№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

１ ﾚｺｰﾄﾞ区分 X(1) A　ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞを表す －

２ ﾚｺｰﾄﾞ番号 N(5) 送信ﾃﾞｰﾀの順序を表す番号 －

３ 23002 情報区分ｺｰﾄﾞ X(4) 情報の種類を示すｺｰﾄﾞ 「８５０３」を使う

４ 23003 ﾃﾞｰﾀ作成日 N(8) ﾃﾞｰﾀを作成した日付 ８桁：YYYYMMDD

５ ﾃﾞｰﾀ作成時刻 N(6) ﾃﾞｰﾀを作成した時刻 ６桁：HHMMSS
６ 23009 訂正ｺｰﾄﾞ X(1) 情報の新規・変更・取消を示すｺ

ｰﾄﾞ

今回は新規のみ

７ 23004 発注者ｺｰﾄﾞ X(13) 注文を行う企業及び事業所・事

業部門を表すｺｰﾄﾞ

標準企業ｺｰﾄﾞ

８ 23005 受注者ｺｰﾄﾞ X(13) 注文を受ける企業及び事業所・

事業部門を表すｺｰﾄﾞ

標準企業ｺｰﾄﾞ

９ 23060 加工指図番号 X(20) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ発行番号

（＝発注管理番号）

－

10 23146 受注担当者 K(40) 注文を受ける企業及び事業所・

事業部門の受注担当者名

（取引先営業担当）製造依頼

先、副資材ﾒｰｶ担当者

11 23100 発注日 N(8) 発注者が発注、あるいは指図を

出した日付

８桁：YYYYMMDD

12 希望納品日 N(8) 発注者が希望する製品の希望納

期

希望出荷納期日

８桁：YYYYMMDD
13 23237 支払者ｺｰﾄﾞ X(13) 支払を行う企業及び事業所・事

業部門を表すｺｰﾄﾞ

標準企業ｺｰﾄﾞ

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、商社等

14 支払担当者 K(40) 支払を行う企業及び事業所・事

業部門の支払担当者名

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、商社、縫製工場、

一般ﾒｰｶ担当者

15 23220 出荷先ｺｰﾄﾞ X(13) 出荷先を表すｺｰﾄﾞ 標準企業ｺｰﾄﾞ

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫等

16 23222 出荷先名 K(40) 出荷先の名称 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫等

17 23223 出荷先住所 K(80) 出荷先の住所 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫等

18 23225 出荷先郵便番号 X(10) 出荷先の郵便番号 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫等

19 出荷先電話番号 X(20) 出荷先の電話番号 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫等

20 23233 縫製工場ｺｰﾄﾞ X(13) 縫製を行う工場を表すｺｰﾄﾞ 標準企業ｺｰﾄﾞ

21 23235 縫製工場名 K(40) 縫製を行う工場の名称

22 23136 製造年月日 K(20) 製造年月日 商品識別が目的

お客様問い合わせ等に使用。

23 Lot №. X(20) 商品識別が目的

お客様問い合わせ等に使用。

24 23400 発注者品番 X(10) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶの製品品番 －

25 23401 発注品名 K(40) 発注製品名称 －

26 23412 ブランドコード X(4) 商品ﾌﾞﾗﾝﾄﾞのｱﾊﾟﾚﾙ側ｺｰﾄﾞ －

27 23413 ブランド名 K(40) ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ名称 －
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№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

28 商品展開期 K(20) 商品展開時期、又は、店頭出し

日を認識するため

－

29 見本区分 X(1) ｻﾝﾌﾟﾙ品と量産品を区分するｺｰﾄﾞ －

30 生産組織 K(20) 商品の帰属する組織 －

31 販売支店 K(20) 商品の帰属する販売支店 －

32 販売組織 K(20) 商品の帰属する販売組織 －

33 発注数量 N(5) 製品発注数量 －

34 出荷数量 N(5) 製品出荷数量 －

35 出荷日 N(8) 受注者側が製品を出荷した日 ８桁：YYYYMMDD
36 納品予定日 N(8) 受注者側が製品の出荷時に指定

した出荷先納入予定日

８桁：YYYYMMDD

37 入荷数量 N(5) 製品入荷数量 －

38 入荷日 N(8) 発注者側に製品が入荷した、入

荷検品を行った日。

８桁：YYYYMMDD
該当の加工指図書の完了

39 23352 備考 K(80) 自由文
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表３．２．１　副資材発注情報（サブヘッダ情報）

№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

１ ﾚｺｰﾄﾞ区分 X(1) B　ｻﾌﾞﾍｯﾀﾞﾚｺｰﾄﾞを表す －

２ ﾚｺｰﾄﾞ番号 N(5) 送信ﾃﾞｰﾀの順序を表す番号 －

３ 23002 情報区分ｺｰﾄﾞ X(4) 情報の種類を示すｺｰﾄﾞ 「８５０３」を使用

４ 23003 ﾃﾞｰﾀ作成日 N(8) ﾃﾞｰﾀを作成した日付 ８桁：YYYYMMDD

５ ﾃﾞｰﾀ作成時刻 N(6) ﾃﾞｰﾀを作成した時刻 ６桁：HHMMSS

６ 23009 訂正ｺｰﾄﾞ X(1) 情報の新規・変更・取消を示すｺｰﾄﾞ 今回は新規のみ

７ 23004 発注者ｺｰﾄﾞ１ X(13) 注文を行う企業及び事業所・事業

部門を表すｺｰﾄﾞ

標準企業ｺｰﾄﾞ

８ 23005 受注者ｺｰﾄﾞ１ X(13) 注文を受ける企業及び事業所・事

業部門を表すｺｰﾄﾞ

標準企業ｺｰﾄﾞ

製造依頼先、副資材ﾒｰｶ

９ 23524 副資材発注番号 N(3) 副資材ﾒｰｶへの発注番号 －

10 副資材発注番号

枝番

N(3) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ発行番号に対する枝番 修正、追加時に使用

使用理由は備考欄に明記

11 23146 受注担当者 K(40) 注文を受ける企業及び事業所・事

業部門の受注担当者名

（取引先営業担当）製造依

頼先、副資材ﾒｰｶ担当者

12 23100 発注日 N(8) 発注者が発注、あるいは指図を出

した日付。

８桁：YYYYMMDD

13 引渡希望日 N(8) 発注者が希望する発注品の引渡希

望日

８桁：YYYYMMDD

14 23237 支払者ｺｰﾄﾞ X(13) 支払を行う企業及び事業所・事業

部門を表すｺｰﾄﾞ

標準企業ｺｰﾄﾞ

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、商社等

15 支払担当者 K(40) 支払を行う企業及び事業所・事業

部門の支払担当者名

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、商社、縫製工場、

一般ﾒｰｶ等担当者

16 23220 出荷先ｺｰﾄﾞ X(13) 出荷先を表すｺｰﾄﾞ 標準企業ｺｰﾄﾞ

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫

等

17 23222 出荷先名 K(40) 出荷先の名称 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫

等

18 23223 出荷先住所 K(80) 出荷先の住所 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫

等

19 23225 出荷先郵便番号 X(10) 出荷先の郵便番号 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫

等

20 出荷先電話番号 X(20) 出荷先の電話番号 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ、縫製工場、倉庫

等

21 23233 縫製工場ｺｰﾄﾞ X(13) 縫製を行う工場を表すｺｰﾄﾞ 標準企業ｺｰﾄﾞ

22 23235 縫製工場名 K(40) 縫製工場を行う工場の名称 －

23 副資材品番ｺｰﾄﾞ

（識別ｺｰﾄﾞ）

X(13) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶと副資材ﾒｰｶ間で定めた副

資材を識別するｺｰﾄﾞを表す

事前にﾃｰﾌﾞﾙをﾃﾞｰﾀで受渡を

行う

（例：ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ 2 桁＋ｱｲﾃ
ﾑｺｰﾄﾞ 2桁＋連番 3桁）

24 副資材種別ｺｰﾄﾞ N(2) 副資材種別を表すｺｰﾄﾞ 副資材種別ｺｰﾄﾞ

25 商品呼称ｺｰﾄﾞ N(2) 副資材種別毎の商品呼称を表すｺｰ

ﾄﾞ

商品呼称ｺｰﾄﾞ

26 発注数量合計 N(5) ﾃﾞｰﾀ情報毎の発注数量合計を表す －

27 受注確定者 K(40) 副資材ﾒｰｶ側の受取担当者 －
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№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

28 引渡予定日 N(8) 受注者側が回答した引渡予定日 当初予定より引渡日が変更

になる場合、設定する

29 23352 備考 K(80) 自由文
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表３．３．１　副資材発注情報（データ情報）（タグ用）

№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

１ ﾚｺｰﾄﾞ区分 X(1) C　ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを表す －

２ ﾚｺｰﾄﾞ番号 N(5) 送信ﾃﾞｰﾀの順序を表す番号 －

３ ｻｲｽﾞ適用区分 N(1) 1=共通ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ、2=専用ｻｲｽﾞｺｰ
ﾄﾞ、3=3元表示 1～7

1：共通ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞを利用、2:
専用ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞを利用、3:3元
表示 1～7の項目を利用

４ 共通ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ X(9) 日本ｱﾊﾟﾚﾙ産業協会が設定した共通

ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞを表す

共通ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ＝分類ｺｰﾄ （゙数

字２桁）＋ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ（英数

字 7桁）
５ 専用ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ X(20) 企業間で取り決めた専用のｻｲｽﾞｺｰ

ﾄﾞを表す

事前にﾃｰﾌﾞﾙをﾃﾞｰﾀで受渡を

行う

６ ３元表示１ K(80) 3元表示（日本語表記） １行目（原則使用は避ける）

７ ３元表示２ K(80) 3元表示（日本語表記） ２行目（原則使用は避ける）

８ ３元表示３ K(80) 3元表示（日本語表記） ３行目（原則使用は避ける）

９ ３元表示４ K(80) 3元表示（日本語表記） ４行目（原則使用は避ける）

10 ３元表示５ K(80) 3元表示（日本語表記） ５行目（原則使用は避ける）

11 ３元表示６ K(80) 3元表示（日本語表記） ６行目（原則使用は避ける）

12 ３元表示７ K(80) 3元表示（日本語表記） ７行目（原則使用は避ける）

13 23415 サイズ K(80) Ｍ，Ｌなど（日本語表記） －

14 ｶﾗｰ適用区分 N(1) 1=共通ｶﾗｰｺｰﾄﾞ、2=専用ｶﾗｰｺｰﾄﾞ、
3=ｶﾗｰ

1：共通ｶﾗｰｺｰﾄﾞを利用、2:
専用ｶﾗｰｺｰﾄﾞを利用、3:ｶﾗｰ
の項目を利用

15 共通ｶﾗｰｺｰﾄﾞ X(2) 日本ｱﾊﾟﾚﾙ産業協会が設定したｶﾗｰｺ

ｰﾄﾞを表す

－

16 専用ｶﾗｰｺｰﾄﾞ X(20) 企業間で取り決めた専用のｶﾗｰｺｰﾄﾞ

を表す

事前にﾃｰﾌﾞﾙをﾃﾞｰﾀで受渡を

行う

17 カラー K(80) ｶﾗｰ名称（日本語表記） 原則使用は避ける

18 23277 希望小売価格 N(7) 上代 －

19 23359 品質表示１ K(80) 使用部分（＊）、組成、混率の表記

（日本語表記）

１行目

＊使用部分：表地、裏地、

衿、袖、袖裏等の使用する

部分を表す

20 23359 品質表示２ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ２行目

21 23359 品質表示３ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ３行目

22 23359 品質表示４ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ４行目

23 23359 品質表示５ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ５行目

24 23359 品質表示６ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ６行目

25 23359 品質表示７ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ７行目

26 23359 品質表示８ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ８行目

27 23359 品質表示９ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ９行目

28 23359 品質表示１０ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 10行目
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№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

29 23359 品質表示１１ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 11行目

30 23359 品質表示１２ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 12行目

31 23359 品質表示１３ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 13行目

32 23359 品質表示１４ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 14行目

33 23359 品質表示１５ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 15行目

34 23359 品質表示１６ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 16行目

35 23359 品質表示１７ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 17行目

36 23359 品質表示１８ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 18行目

37 23359 品質表示１９ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 19行目

38 23359 品質表示２０ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 20行目

39 原産国適用区分 N(1) 1=共通原産国ｺｰﾄﾞ、2=専用原産国
ｺｰﾄﾞ、3=原産国

1:共通原産国ｺｰﾄﾞを利用、2:
専用原産国ｺｰﾄﾞを利用、3:
原産国の項目を利用

40 共通原産国ｺｰﾄﾞ X(3) 日本ｱﾊﾟﾚﾙ産業協会が設定した原産

国ｺｰﾄﾞ（国名符号）を表す

－

41 専用原産国ｺｰﾄﾞ X(20) 企業間で取り決めた専用の原産国ｺ

ｰﾄﾞを表す

事前にﾃｰﾌﾞﾙをﾃﾞｰﾀで受渡を

行う

42 23606 原産国 K(40) 原産国名称（日本語表記） 原則使用は避ける

43 23407 JAN ｺｰﾄﾞ X(13) ＪＡＮコード －

44 絵型番号 X(3) シャツの形状など 事前に副資材ﾒｰｶとﾙｰﾙを決

める

45 23233 縫製工場ｺｰﾄﾞ X(13) 縫製を行う工場を表すｺｰﾄﾞ 標準企業ｺｰﾄﾞ

46 23235 縫製工場名 K(40) 縫製を行う工場の名称 －

47 POS ｺｰﾄﾞ情報
1(ｺｰﾄﾞ)

X(25) ｱﾊﾟﾚﾙ用 POS ｺｰﾄﾞ情報(ｺｰﾄﾞ) １行目

48 POS ｺｰﾄﾞ情報
1(情報)

X(25) ｱﾊﾟﾚﾙ用 POS ｺｰﾄﾞ情報(添字) １行目

49 POS ｺｰﾄﾞ情報
2(ｺｰﾄﾞ)

X(25) ｱﾊﾟﾚﾙ用 POS ｺｰﾄﾞ情報(ｺｰﾄﾞ) ２行目

50 POS ｺｰﾄﾞ情報
2(情報)

X(25) ｱﾊﾟﾚﾙ用 POS ｺｰﾄﾞ情報(添字) ２行目

51 POS ｺｰﾄﾞ情報
3(ｺｰﾄﾞ)

X(25) ｱﾊﾟﾚﾙ用 POS ｺｰﾄﾞ情報(ｺｰﾄﾞ) ３行目

52 POS ｺｰﾄﾞ情報
3(情報)

X(25) ｱﾊﾟﾚﾙ用 POS ｺｰﾄﾞ情報(添字) ３行目

53 POS ｺｰﾄﾞ情報
4(ｺｰﾄﾞ)

X(25) ｱﾊﾟﾚﾙ用 POS ｺｰﾄﾞ情報(ｺｰﾄﾞ) ４行目

54 POS ｺｰﾄﾞ情報
4(情報)

X(25) ｱﾊﾟﾚﾙ用 POS ｺｰﾄﾞ情報(添字) ４行目

55 23400 発注者品番 X(10) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶの製品品番 －
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№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

56 商品展開期 K(20) 商品の展開時期、又は店頭出し日

を認識するため

－

57 工場記号 K(20) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶが独自に持っている縫製

工場番号（記号）

－

58 見本区分 N(1) ｻﾝﾌﾟﾙ品と量産品を区分するｺｰﾄﾞ －

59 生産組織 K(20) 商品の帰属する組織 －

60 販売支店 K(20) 商品の帰属する販売支店 －

61 販売組織 K(20) 商品の帰属する販売組織 －

62 素材情報 X(40) 素材に対する商社、海外工場が間

違いなく識別できるｺｰﾄﾞ

－

63 取扱情報 X(40) 取扱に対する商社、海外工場が間

違いなく識別できるｺｰﾄﾞ

－

64 使用品目情報 X(40) 使用品目に対する商社、海外工場

が間違いなく識別できるｺｰﾄﾞ

－

65 23709 発注数量 N(5) 副資材発注数量 －

66 23352 備考 K(80) 自由文
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表３．３．１　副資材発注情報（データ情報）（ケアラベル用）

№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

１ ﾚｺｰﾄﾞ区分 X(1) C　ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを表す －

２ ﾚｺｰﾄﾞ番号 N(5) 送信ﾃﾞｰﾀの順序を表す番号 －

３ ｻｲｽﾞ適用区分 N(1) 1=共通ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ、2=専用ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ、
3=3元表示 1～7

1：共通ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞを利用、2:
専用ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞを利用、3:3
元表示 1～7の項目を利用

４ 共通ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ X(9) 日本ｱﾊﾟﾚﾙ産業協会が設定した共通

ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞを表す

共通ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ＝分類ｺｰﾄ（゙数

字２桁）＋ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ（英数

字 7桁）
５ 専用ｻｲｽﾞｺｰﾄﾞ X(20) 企業間で取り決めた専用のｻｲｽﾞｺｰ

ﾄﾞを表す

事前にﾃｰﾌﾞﾙをﾃﾞｰﾀで受渡を

行う

６ ３元表示１ K(80) 3元表示（日本語表記） １行目（原則使用は避ける）

７ ３元表示２ K(80) 3元表示（日本語表記） ２行目（原則使用は避ける）

８ ３元表示３ K(80) 3元表示（日本語表記） ３行目（原則使用は避ける）

９ ３元表示４ K(80) 3元表示（日本語表記） ４行目（原則使用は避ける）

10 ３元表示５ K(80) 3元表示（日本語表記） ５行目（原則使用は避ける）

11 ３元表示６ K(80) 3元表示（日本語表記） ６行目（原則使用は避ける）

12 ３元表示７ K(80) 3元表示（日本語表記） ７行目（原則使用は避ける）

13 23415 サイズ K(80) Ｍ，Ｌなど（日本語表記） －

14 ｶﾗｰ適用区分 N(1) 1=共通ｶﾗｰｺｰﾄﾞ、2=専用ｶﾗｰｺｰﾄﾞ、
3=ｶﾗｰ

1：共通ｶﾗｰｺｰﾄﾞを利用、2:
専用ｶﾗｰｺｰﾄﾞを利用、3:ｶﾗｰ
の項目を利用

15 共通ｶﾗｰｺｰﾄﾞ X(2) 日本ｱﾊﾟﾚﾙ産業協会が設定したｶﾗｰｺ

ｰﾄﾞを表す

－

16 専用ｶﾗｰｺｰﾄﾞ X(20) 企業間で取り決めた専用のｶﾗｰｺｰﾄﾞ

を表す

事前にﾃｰﾌﾞﾙをﾃﾞｰﾀで受渡を

行う

17 カラー K(80) ｶﾗｰ名称（日本語表記） 原則使用は避ける

18 23359 品質表示１ K(80) 使用部分（＊）、組成、混率の表記

（日本語表記）

１行目

＊使用部分：表地、裏地、

衿、袖、袖裏等の使用する

部分を表す

19 23359 品質表示２ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ２行目

20 23359 品質表示３ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ３行目

21 23359 品質表示４ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ４行目

22 23359 品質表示５ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ５行目

23 23359 品質表示６ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ６行目

24 23359 品質表示７ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ７行目

25 23359 品質表示８ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ８行目

26 23359 品質表示９ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 ９行目

27 23359 品質表示１０ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 10行目

28 23359 品質表示１１ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 11行目
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№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

29 23359 品質表示１２ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 12行目

30 23359 品質表示１３ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 13行目

31 23359 品質表示１４ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 14行目

32 23359 品質表示１５ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 15行目

33 23359 品質表示１６ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 16行目

34 23359 品質表示１７ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 17行目

35 23359 品質表示１８ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 18行目

36 23359 品質表示１９ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 19行目

37 23359 品質表示２０ K(80) 使用部分、組成、混率の表記 20行目

38 原産国適用区分 N(1) 1=共通原産国ｺｰﾄﾞ、2=専用原産国ｺ
ｰﾄﾞ、3=原産国

1:共通原産国ｺｰﾄﾞを利用、2:
専用原産国ｺｰﾄﾞを利用、3:
原産国の項目を利用

39 共通原産国ｺｰﾄﾞ X(3) 日本ｱﾊﾟﾚﾙ産業協会が設定した原産

国ｺｰﾄﾞ（国名符号）を表す

－

40 専用原産国ｺｰﾄﾞ K(20) 企業間で取り決めた専用の原産国ｺ

ｰﾄﾞを表す

事前にﾃｰﾌﾞﾙをﾃﾞｰﾀで受渡を

行う

41 23606 原産国 K(40) 原産国名称（日本語表記） 原則使用は避ける

42 23362 洗濯表示 X(40) 絵表示番号（組み合わせ番号） 事前にﾃｰﾌﾞﾙをﾃﾞｰﾀで受渡を

行う

43 23360 付記用語 X(40) 用語コード 事前にﾃｰﾌﾞﾙをﾃﾞｰﾀで受渡を

行う

44 23136 製造年月日 K(20) 製造年月日 商品識別が目的

お客様問い合わせに使用

45 Lot　№. X(20) Lot　№ 商品識別が目的

お客様問い合わせに使用

46 23233 縫製工場ｺｰﾄﾞ X(13) 縫製を行う工場を表すｺｰﾄﾞ 標準企業ｺｰﾄﾞ

47 23235 縫製工場名 K(40) 縫製を行う工場の名称 －

48 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｺｰﾄﾞ X(13) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｺｰﾄﾞ 印字情報

49 ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ名 K(40) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶ名（日本語表記） 印字情報

50 発注者連絡先 K(80) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶの連絡先（住所又は、、電

話番号）

印字情報

51 発注者品番 X(10) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶの製品品番 －

52 商品展開期 K(20) 商品の展開時期、店頭出しの日を

認識するため

－

53 工場記号 K(20) ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶが独自で持っている縫製

工場番号（記号）

－

54 見本区分 N(1) ｻﾝﾌﾟﾙ品と量産品を区分するｺｰﾄﾞ －

55 生産組織 K(20) 商品の帰属する組織 －

56 販売支店 K(20) 商品の帰属する販売支店 －

57 販売組織 K(20) 商品の帰属する販売組織 －
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№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

58 素材情報 X(40) 素材に対する商社、海外工場が間

違いなく識別できること

－

59 取扱情報 X(40) 取扱に対する商社、海外工場が間

違いなく識別できること

－

60 使用品目情報 X(40) 使用品目に対する商社、海外工場

が間違いなく識別できるｺｰﾄﾞ

－

61 発注数量 N(5) 副資材発注数量 －

62 23352 備考 K(80) －

表３．４　副資材発注情報（データ情報）（ネーム用）

№ タグ№ 項目名 属性 項目内容 備考

１ ﾚｺｰﾄﾞ区分 X(1) C　ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを表す －

２ ﾚｺｰﾄﾞ番号 N(5) 送信ﾃﾞｰﾀの順序を表す番号 －

３ 23704 発注数量 N(5) 副資材発注数量 －

４ 23352 備考 K(80) －
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（２）副資材の種別・商品呼称

副資材の種別・商品呼称を「表４．５　副資材種別、商品呼称コード表」に示す。

表３．５　副資材種別、商品呼称コード表
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（３）副資材発注書（参考）

標準化した副資材発注の項目を、副資材発注書として使う場合のサンプルを下記に示す。

図３．２　副資材発注書（サンプル）
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４．荷札の項目定義

（１）荷札の項目定義

図４．１

荷札
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【印字項目】

①仕分コード（名称）：コード 6桁（名称漢字４文字）
②出荷日：99月 99
③個数：n個目 3桁／総個数 3桁［ケース無時は空白］
④ﾊﾝｶﾞｰ：3桁［ﾊﾝｶﾞｰ無時は空白］
⑤得意先住所１：漢字 20文字
得意先住所２：漢字 20文字
得意先名称　：漢字 20文字
得意先部門名：漢字 20文字
得意先電話番号：12桁
得意先コード［得意先コード－部門コード］

⑥仕分コードバーコード：NW-7、MAX6桁
⑦運送会社名／店名：漢字 5文字／漢字５文字
⑧送り状番号バーコード：NW-7、MAX18桁（枝番含む）
⑨荷送人住所：漢字 20文字
荷送人名称：漢字 20文字
荷送人電話番号：12桁

⑩納品日：99月 99
⑪コメント：漢字 10文字
⑫管理番号：代表管理番号 15桁
⑬ユーザー個別情報（副資材出荷明細）

アパレルメーカ名：漢字 20文字
メーカ品番：10桁
加工指図番号：20桁
副資材発注番号：999-999（副資材発注番号 3桁＋“-”＋副資材発注番号枝番 3桁）
副資材品番コード：13桁
副資材商品呼称：漢字 10文字
数量：ZZZZ9
⑭ライセンスプレートナンバーバーコード：Ｃｏｄｅ１２８、ＭＡＸ20 桁（「ＬＡ」2 桁＋
「標準企業コード(企業識別コード)」6桁＋「荷物識別番号(梱包管理番号)12桁以内」）［日
本国内用］
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５．事前出荷情報の項目定義

（１）副資材メーカと縫製工場間の事前事前出荷情報

・副資材メーカと縫製工場間の事前出荷情報

副資材メーカと縫製工場間の事前出荷情報を事前出荷情報（副資材）として記述し

た。

表５．１．１　事前出荷情報（副資材）（ヘッダレコード）

№ タグ№ 項目名 属性 項目内容

１ ﾚｺｰﾄﾞ区分 X(01) A　ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを表す
２ 運用区分 X(01) 通常運用　０　テスト　１

３ 21002 情報区分ｺｰﾄﾞ X(04) 8561
４ 21003 データ作成日 X(08) データを作成した日付(YYYYMMDD)
５ 21004 発注企業ｺｰﾄﾞ１ X(12) 注文を行う企業及び事業所・事業部門等を表すコ

ード

６ 21005 受注企業ｺｰﾄﾞ１ X(12) 注文を受ける企業及び事業所・事業部門等を表す

コード

７ 21006 訂正ｺｰﾄﾞ X(01) 情報の新規・変更・取消を示すコード

８ 21018 データ作成時刻 X(06) データを作成した時刻(HHMMSS)
９ 21057 出荷予定日 X(08) 取引先での出荷予定日(YYYMMDD)
10 21158 連絡番号１ X(13) 伝票番号の枝番

11 21060 納品予定日 X(08) 納品予定日(YYYYMMDD)
12 21200 発注企業ｺｰﾄﾞ２ X(13) 標準コードでない、独自のコード

13 21214 売り場ｺｰﾄﾞ X(13) －

14 21220 納入先ｺｰﾄﾞ X(13) 最終納入先コード

15 21234 納入場所ｺｰﾄﾞ X(13) 商品を納入する場所を示すコード

16 21235 検品所ｺｰﾄﾞ X(13) 納入先と異なる場合などに使用

17 21260 受注企業ｺｰﾄﾞ２ X(13) 標準コードでない、独自のコード

18 21261 受注企業名(半角) X(30) 受注企業の名称(半角)
19 21333 発注企業商品ｺｰﾄﾞ１ X(13) －

20 21404 出荷総発注量 9(05) 着日(着予定)単位で出荷した数量合計
21 21423 出荷総発注単位数 9(05) 着日(着予定)単位で、出荷に対する総発注数量
22 21602 仕入区分 X(02) －

23 21604 納品区分 X(03) －

24 21620 課税区分 X(01) －

25 21631 納入形態 X(02) －

26 21706 出荷総梱数 9(05) －

27 予備 X(33) －



23

表５．１．２　事前出荷情報（副資材）（明細レコード）

№ タグ№ 項目名 属性 繰り返し数 項目内容

１ ﾚｺｰﾄﾞ区分 X(01) B　ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを表す
２ 21050 発注日 X(08) 通常運用　０　テスト　１

３ 21051 受注可能日 X(08) 8561
４ 21059 納入指定日 X(08) 発注伝票上の納入先への納入指定

日(YYYYMMDD)
５ 21153 発注伝票番号 X(13) 発注伝票の番号、または、

加工指図番号

６ 21154 納品伝票番号 X(13) 出荷伝票或は納品伝票の番号

７ 21405 梱包内総数量 9(04) 同一梱包単位で納めれられている

数量の合計

８ 21424 梱包内総数単位数 9(04) 同一梱包単位で納めれられている

発注単位数の合計

９ 21705 梱包№ X(20) 梱包単位に付けられる番号

(ＳＣＭバーコード情報)
10 21707 出荷梱数 9(04) 同一梱包№の納入梱数

11 21155 発注伝票番号 9(03) 発注伝票の行番号、または、

副資材発注番号

12 21305 ＪＡＮコード X(13) ＪＡＮ、ＥＡＮ、ＵＰＣコード

13 21334 発注企業商品コード

２

X(10) 副資材品番コードの先頭 10桁

14 21335 発注企業商品コード

３

X(10) 副資材品番コードの後 3桁

15 21401 発注数量 9(05) 発注数量

16 21403 出荷数量 9(05)
V(1)

出荷数量（枚数、個数）

17 21432 発注数・出荷数差異 9(05) －

18 21500 原単価１（原単価） 9(9)V(
2)

－

19 21514 売単価１（売価単価） 9(9)V(
2)

－

20 21627 欠品区分 9(02)

２

欠品の発生した理由

01 発注取消 02 該当商品なし 03
製造中止 04品切れ 05契約違い 99
その他

21 予備 X(16) －
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・縫製工場と物流センタ間の事前出荷情報

縫製工場と物流センタ間の事前出荷情報を事前出荷情報（製品）として記述した。

表５．２．１　事前出荷情報（製品）（ヘッダレコード）

№ タグ№ 項目名 属性 項目内容

１ ﾚｺｰﾄﾞ区分 X(01) A　ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを表す
２ 運用区分 X(01) 通常運用　０　テスト　１

３ 21002 情報区分ｺｰﾄﾞ X(04) 8561
４ 21003 データ作成日 X(08) データを作成した日付(YYYYMMDD)
５ 21004 発注企業ｺｰﾄﾞ１ X(12) 注文を行う企業及び事業所・事業部門等を表すコ

ード

６ 21005 受注企業ｺｰﾄﾞ１ X(12) 注文を受ける企業及び事業所・事業部門等を表す

コード

７ 21006 訂正ｺｰﾄﾞ X(01) 情報の新規・変更・取消を示すコード

８ 21018 データ作成時刻 X(06) データを作成した時刻(HHMMSS)
９ 21057 出荷予定日 X(08) 取引先での出荷予定日(YYYMMDD)
10 21158 連絡番号１ X(13) 伝票番号の枝番

11 21060 納品予定日 X(08) 納品予定日(YYYYMMDD)
12 21200 発注企業ｺｰﾄﾞ２ X(13) 標準コードでない、独自のコード

13 21214 売り場ｺｰﾄﾞ X(13) 売り場のコード

14 21220 納入先ｺｰﾄﾞ X(13) 最終納入先コード

15 21234 納入場所ｺｰﾄﾞ X(13) 商品を納入する場所を示すコード

16 21235 検品所ｺｰﾄﾞ X(13) 納入先と異なる場合などに使用

17 21260 受注企業ｺｰﾄﾞ２ X(13) 標準コードでない、独自のコード

18 21261 受注企業名(半角) X(30) 受注企業の名称(半角)
19 21333 発注企業商品ｺｰﾄﾞ１ X(13) 小売店舗の売場、品番などを表す

20 21404 出荷総発注量 9(05) 着日(着予定)単位で出荷した数量合計
21 21423 出荷総発注単位数 9(05) 着日(着予定)単位で、出荷に対する総発注数量
22 21602 仕入区分 X(02) 01買取 02委託 03消化 04預り品
23 21604 納品区分 X(03) 店直、センタ納品の区分

24 21620 課税区分 X(01) 消費税区分。1外税 2内税 3非課税 5不課税
25 21631 納入形態 X(02) 01正箱 02 ﾊﾝｶﾞｰ 03梱包 04 ｵﾘｺﾝ
26 21706 出荷総梱数 9(05) 着日(着予定)単位で出荷した梱数合計。納品先へ

出荷する総梱数

27 予備 X(33) －
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表５．２．２　事前出荷情報（製品）（明細レコード）

№ タグ№ 項目名 属性 繰り返し数 項目内容

１ ﾚｺｰﾄﾞ区分 X(01) B　ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを表す
２ 21050 発注日 X(08) 通常運用　０　テスト　１

３ 21051 受注可能日 X(08) 8561
４ 21059 納入指定日 X(08) 発注伝票上の納入先への納入指

定日(YYYYMMDD)
５ 21153 発注伝票番号 X(13) 発注伝票の番号、または、

加工指図番号

６ 21154 納品伝票番号 X(13) 出荷伝票或は納品伝票の番号

７ 21405 梱包内総数量 9(04) 同一梱包単位で納めれられてい

る数量の合計

８ 21424 梱包内総数単位数 9(04) 同一梱包単位で納めれられてい

る発注単位数の合計

９ 21705 梱包№ X(20) 梱包単位に付けられる番号

(ＳＣＭバーコード情報)
10 21707 出荷梱数 9(04) 同一梱包№の納入梱数

11 21155 発注伝票番号 9(03) 発注伝票の行番号

12 21305 ＪＡＮコード X(13) ＪＡＮ、ＥＡＮ、ＵＰＣコード

13 21334 発注企業商品コード

２

X(10) 小売店舗の商品分類などを表す

14 21335 発注企業商品コード

３

X(10) 小売店舗の取引形態などを表す

15 21401 発注数量 9(05) 発注数量(発注単位×発注単位入
数)

16 21403 出荷数量 9(05)
V(1)

取引先より出荷した数量(JAN 単
位)

17 21432 発注数・出荷数差異 9(05) 納品代行業者段階での JAN 単位
の発注数量と出荷数の差異

18 21500 原単価１（原単価） 9(9)V(
2)

原単価(プロパー用)

19 21514 売単価１（売価単価） 9(9)V(
2)

売単価(プロパー用)

20 21627 欠品区分 9(02)

２

欠品の発生した理由

01 発注取消 02 該当商品なし 03
製造中止 04 品切れ 05 契約違い
99その他

21 予備 X(16) －



26

６．アパレル生産物流ＥＤＩ標準メッセージ運用ルールの作成

（１）副資材発注情報のメッセージ交換ルール

①業務上の運用ルール

１）発注者は副資材発注情報を受注者側に渡す。受注者は発注者へ引渡予定日・

数量を入力して渡す。

２）受注者は発注者からの自分宛に送付された納期回答情報を受け取る。

３）受注者は発注者が納期回答情報を受け取った時点で受注完了とする。

②システム運用ルール

１）システム運用上、発注者、受注者においてコード等に関しては必ず事前にテ

ーブルの受け渡しを行う。

③追加発注時のルール

１）発注者は新たに発注番号を起こし、受注者へ渡す。

（２）事前出荷情報（副資材）、及び、事前出荷情報（製品）

①業務上の運用ルール

１）発注受付時又は受注完了後に、発注者から分納の指示（依頼）があった場合、

事前出荷情報はその都度の出荷数量で作成する。


